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椀
蒸
し
の
よ
う
な

「
か
ぶ
ら
蒸

し

」
が
で
き
あ
が
り
ま
す

。

い
し
い
と
評
判
だ
っ
た
「
か
ぶ

ら
蒸
し
」
の
作
り
方
は
か
ぶ
を

す
り
お
ろ
し
、
卵
白
を
泡
立
て

て
か
ら
混
ぜ
具
材
を
入
れ
て
、

あ
ん
を
か
け
　
分
程
蒸
す
と
茶

回
の
正
月
料
理
の
献
立
は
「
白

菜
と
桜
え
び
の
中
華
風
炒
め
」

「
か
ぶ
ら
蒸
し
」
「
焼
き
ぶ
り

の
ご
ま
だ
れ
漬
け
」
「
簡
単
り

ん
ご
パ
イ
」
で
す
。
中
で
も
お

く
ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
メ
ニ
ュ
ー

は
正
月
料
理
。
講
師
に
猪
股
喜

代
美
栄
養
士
を
招
い
て
三
会
場

で
四
十
名
の
参
加
を
集
め
自
慢

の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
今

　
十
二
月
八
日
・
九
日
・
十
五

日
の
三
回
に
渡
り
鱒
渕
地
区
・

上
沢
地
区
・
米
川
地
区
で
ふ
れ

あ
い
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
「
お
手
軽
・
簡
単
・
楽
し

米 川 新 聞 1

鱒
渕
地
区
・
米
川
地
区
の
四
会

場
で
長
生
大
学
第
三
回
目
の
出

前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ
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二つの出前講座開催

長
生
大
学
出
前
講
座

料
理
教
室
出
前
講
座

　
十
二
月
四
日
と
五
日
に
か
け

て
、
上
沢
地
区
・
綱
木
地
区
・

回
の
出
前
講
座
は
登
米
地
域
包

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
長
生
大
学
の
皆

さ
ん
は
関
心
が
高
く
、
四
会
場

で
延
九
十
九
名
が
集
ま
り
、
皆

熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
認
知
症
の
理
解
の
部
で
は
正

常
な
脳
が
委
縮
し
た
り
血
管
が

詰
ま
っ
た
り
し
て
認
知
症
に
な

っ
て
い
く
こ
と
を
学
び
、
参
加

者
は
も
れ
な
く
認
知
症
の
人
を

括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
講
師
を

招
き
『
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮

ら
す
た
め
に
』
と
題
し
「
認
知

症
の
理
解
と
予
防
に
つ
い
て
」

と
「
介
護
保
険
の
し
く
み
と
サ

サ
ポ
ー
ト
す
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
保

険
の
部
で
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
は
ま
ず
要
介
護
認
定

の
申
請
が
必
要
で
あ
る
と
講
義

が
あ
り
ま
し
た
。

  

Hospitality and  Smile 

K.M Y.O 

  

    おもてなしの心  あふれる笑顔  

       米川公民館 
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おいしくできました 
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米
川
小
学
校
の
児
童
や
先
生
も

初
心
者
向
け
の
紙
ふ
う
せ
ん
で

挑
戦
。
上
手
に
で
き
て
場
内
か

ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

で
の
約
６
キ
ロ
。

 米川公民館 俳句教室
選者：俳句教室講師　藤野尚之　氏

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　
月
　
日
、
米
川
小
学
校
で

「
親
子
教
育
講
演
会
」

が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
米
川

小
学
校
P
T
A
・
米
川
公
民
館

・
米
川
つ
く
し
会
の
共
催
で
開

催
さ
れ
、
毎
年
伝
統
芸
能
の
鑑

賞
会
と
し
て
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
演
目
は
「

お
江
戸
の
芸

能
～
太
神
楽
曲
芸
～
」

千
年
前

か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
和
傘

の
上
で
毬
や
升
を
落
ち
な
い
よ

う
に
巧
み
に
回
す
芸
能
で
す
。

米
川
　
小
野
寺
好
道

米
川
　
及
川
豊
子

米
川
　
小
野
寺
和
彦

米
川
　
及
川
ヤ
エ

選
者
の
一
句

博
物
館
の
敷
石
に
沿
ふ
石
蕗
の
花

千
里
來
し
ま
だ
灰
色
の
仔
白
鳥

朝
靄
へ
飛
び
立
つ
白
鳥
一
家
か
な

展
望
台
賑
ふ
小
春
の
胆
沢
ダ
ム

小
春
日
の
山
の
畑
に
老
い
二
人

に
努
め
て
下
さ
い
」
と
激
励

１２月の兼題　　白鳥、石蕗の花、小春日、他

庭
園
の
奥
に
水
音
石
蕗
の
花

夕
日
さ
す
空
家
に
ひ
そ
と
石
蕗
の
花

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

の
皆
さ
ん
も
日
頃
の
練
習
の

川
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
サ
ー
ク
ル

し
と
舞
い
踊
り
ま
し
た
。
米

小
春
日
や
子
ら
と
連
れ
立
つ
ミ
レ
ー
展

ら
「
体
を
動
か
し
健
康
維
持

市
内
　
サ
ー
ク
ル
　
人
が
ア

　
　
区
住
民
有
志
　
人
で
結

ン
ス
・
サ
ー
ク
ル
交
流
会
が

ポ
ー
タ
ー

(

小
野
寺
好
道
会

成
し
た
ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ス
サ

登
米
市
レ
ク
ダ
ン
ス
・

　
　
　
サ
ー
ク
ル
交
流
会

　
　
月
　
日
、
中
田
ア
リ
ー

ナ
で
第
　
回
登
米
市
レ
ク
ダ

か
ら
大
綱
木
ま

東
和
線
の
力
畑

囲
は
県
道
馬
籠

緑
化
等
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
う
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

し
た
。
活
動
範

認
定
を
受
け
ま

と
し
て
県
か
ら

長
）
が
県
道
の
除
草
・
清
掃
・

あ
り
ま
し
た
。
布
施
市
長
か

リ
ー
ナ
の
フ
ロ
ア
ー
を
所
狭

の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
登
米

米
川
　
村
上
君
枝

米
川
　
岸
名
和
子

米
川
　
及
川
裕
子

米
川
　
千
葉
勝
保

小
春
日
や
叙
勲
を
受
く
る
友
の
報

禅
寺
に
残
る
首
塚
銀
杏
散
る

錦
織
　
及
川
奈
奈
夫

錦
織
　
及
川
守
男

米
川
　
千
葉
サ
キ
コ

窓
越
の
小
春
日
受
く
る
針
仕
事

安
着
の
ス
ワ
ン
の
歓
喜
暮
る
る
ま
で

新
年
の
ご
挨
拶

災
害
等
が
あ
っ
た
な
か
幸
い
に

も
米
川
地
域
で
は
大
き
な
事
件

事
件
事
故
も
な
く
、

安
堵
し
て

　
昨
年
は
広
島
の
土
砂
災
害
、

御
嶽
山
の
噴
火
、
長
野
北
部
地

震
、
異
常
気
象
に
よ
る
多
く
の

催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
バ
ラ
大
会
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
で
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
さ
れ
た
こ
と
に
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
富
岡
製
糸
場

の
世
界
遺
産
、
和
紙
の
ユ
ネ
ス

コ
登
録
と
日
本
の
財
産
が
世
界

的
に
認
め
ら
れ
、

数
年
後
に
は

「
米
川
の
水
か
ぶ
り
」

秋
田
の

「
な
ま
は
げ
」
な
ど
を
、
世
界

　
米
川
地
域
振
興
会

会
長
　
及
川
　
浩

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

無
形
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
を

と
の
事
で
地
域
振
興
会
も
役
職

国
仁
川
で
開

お
り
ま
す
。

地
域
の
活
性
で
、

親
子
教
育
講
演
会

地
域
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

十
区
の
小
野

寺
公
正
選
手

が
、

昨
年
韓

員
一
同
新
た
な
年
の
希
望
に
む

か
い
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

10 
県
道
の
管
理
、
有
志
で
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米川フレッシュ・サークルの皆さん 
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こんにちは。地域おこし協力隊の浦田紗智です。 

いよいよ冬ですね。先日の雪が積もった日の夜、家に着くと星がものすごく美し

く、笑みがあふれてしまいました。星や月を際立たせる暗闇が、暮らしの中にあ

ることに贅沢を感じます。電灯が生まれる前の昔人と、光に対する感性を共有し

ているかもと想像し、悦びを感じます。 

厳しい冬を迎える緊張感と冬にしか経験できない楽しみを噛みしめる日々です。 

今月はその他、6区の慰労会や3区のそばを食べる会等にお邪魔しました。 

各行政区ごとに個性があり、面白いですね。 

何か集まる機会があったら、是非呼んでください。 

9区 しめ縄作り＆奉納 （12月21日） 

9区では毎年、人々が集まりしめ縄を作って華足寺などに奉納しています。 

今年は30人ほどで行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

垂れになる縄を編

んでいます。 

山から採ってきた松の枝や華足寺か

らいただいた紙垂を差し込みます。 

華
足
寺
観
音
堂
に
完
成
し
た
し

め
縄
を
か
け
ま
す
。
 

大きなしめ縄を数人がかりで編ん

でいきます。 

こちらに来るまで、しめ縄を自作するなど考えたこともありませんでした。 

地域住民でしめ縄を作り、地元のお寺や神社に奉納するという文化・伝統、素晴らしいですね。 

材料が地元で手に入るというのも今時、希少です。 

私たち若い世代もその心構えと技術を受け継いでいきたいものです。 

（※写真の一部は昨年のものを使用しています） 

しめ縄は普通の縄とは反対向きの左ない。

私も習いましたが、最初はいくらやっても

できません。何とかコツをつかみかけたの

で、余りのわらをもらい、家で作ってみよ

うと思います。 
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　 23 金 JP労組
1 木 24 土
2 金 25 日
3 土 26 月
4 日 27 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ
5 月 28 水 泉趣会
6 火 29 木 東和中野球部
7 水 ｶﾗｵｹ愛好会 30 金 あばせﾖｶﾞ
8 木 31 土
9 金 つるし飾り愛好会、絵手紙愛好会、あばせﾖｶﾞ
10 土 1 日
11 日 2 月
12 月 3 火
13 火 4 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会
14 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会 5 木
15 木 柳絮会、東和中野球部 6 金
16 金 絵手紙愛好会 7 土
17 土 8 日
18 日 新春懇談会 9 月
19 月 10 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ
20 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ 11 水
21 水 ﾛｰｿﾝ、泉趣会、子育て支援ｾﾝﾀｰ 12 木 東和中野球部
22 木  ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載
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286
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336

平成２６年11月末現在

176

2月の予定

1月の予定

世帯数

　米川新春懇談会

女

　日時 : 1月18日 (日)  10時～

　場所 : 米川公民館
会費は1,000円です。お早目にお申込み下さい

男 計（人）行政区

        編集後記 
 気象庁の長期予報では北日本の太平洋側は例年

通り晴れの天気が多いとの事ですが、12月から雪も

多くいつもの冬よりも寒いような気がするのは加齢

によるものでしょうか?  太平洋側でも大雪が降る気

圧配置は南岸低気圧が三陸沖で急速に発達し、爆

弾低気圧になった時が最も危険ということです。皆

さんも寒さ対策は十分に行って下さい。 

 

 米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 

11月26日、福島県会津地方の柳津町にある「西山地域開発協議会」の14名

が地域おこし活動の盛んな団体を視察研修したいということで米川地域振興

会を訪れました。西山地域は日本最大の地熱発電所や温泉があり、観光の

目玉となっているものの人口は915人と少なく米川同様過疎化が最大の悩み

となっている地域であります。当日は過年度事業の過疎集落等自立再生緊急

対策事業の概要を説明。米川地域振興会設立の経過等に質問が及び実りあ

る研修に賛辞の声が上がりました。 


